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みんなでつくる情報板

わかやまイベントボード
●香育を使った心に響くハンド
マッサージ
　香りの体験教育「香育」。植
物から採れる精油を嗅いでみる
ことで嗅覚に意識を向けます。
誰でもすぐに生活の中に取り入
れられる、香りとのふれあい方
を教わり体験します。
日時　10 月 2日（水）
　　　10:00 ～ 11:30
場所　コアラ保険パートナーズ
（和歌山市三葛 344-3）
講師　子育て応援サークルハピ
ネス
参加費　500 円
申し込み・問合せ　コアラ保険
パートナーズ（073-441-4111）

●小児 1 型糖尿病講演会
　患者、家族、保健・医療・福
祉関係者などを対象とした講演
会。
日時　10 月 5日（土）
　　　14:00 ～ 15:30
場所　和歌山ビッグ愛 8 階会議
室

講師　古宮 圭さん（小児科専門
医・糖尿病専門医 ）
参加費　無料
定員　50 名（要申し込み）
申し込み・問合せ　和歌山県難
病・子ども保健相談支援セン
ター（073-445-0520）

●音楽は人に何を残すか
　コンソーシアム和歌山「わか
やま学」講座として、音楽は人
にどのような影響を与えている
のかについて考えます。
日程　10 月 6日（日）
　　　13:00 ～ 17:00
場所　なるコミ（宇都宮病院内）
講師　米山龍介さん（和歌山大
学名誉教授）、米山茉莉子さん
（声楽家）、菅田利佳さん（東京
大学生）、稲垣恵つ子さん（大
阪樟蔭女子大学非常勤講師）
参加費　無料
定員　50 名
主催　NPO法人健康とコミュニ
ティを支援するなるコミ（073-
471-3148）

和歌山を創る新聞

かつくわ隔週金曜掲載
　　　 認定特定非営利活動法人
　　　 わかやまNPOセンター
〒640-8331 和歌山市美園町 5-6-12
TEL 073-424-2223　FAX 073-423-8355
E-mail info@wnc.jp  URL http://www.wnc.jp/
編集　志場 久起
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企
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懐
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。
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。
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Ｏ
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ベ
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。
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立
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高
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と
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た
生
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が
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情
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０
０
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。
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。
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。
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「
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衣
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シ
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」
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画
で
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、

み
ん
な
が
参
加
で
き
る
よ

地域住民と一緒にまちづくりに取り組む「KOKÔ 塾」
　今年の夏も、和歌山県 NPO サポートセンターに大学生インターンが体験実習にやってきました。インターン生のみなさんは、和歌山県内の NPO 団
体のデータをまとめ、資料を作成してくれました。できあがったデータは、サポートセンター活動室内に掲示しています。興味深い数字が算出されて
いますので、みなさまぜひ立ち寄ってご覧ください。
　そんなインターン生が粉河高校「KOKÔ塾」の取材に。年齢も近いインターン生が、取材を通し、感じたこととは何だったでしょうか？
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Ｏ
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。
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Ô
塾
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は
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け
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感
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で
行
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た
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け
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は
、
楽
し
く
て
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主
的

に
行
っ
て
ま
す
。
は
じ
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に
背
中
を
押
し
て
も
ら
え

た
の
が
と
て
も
あ
り
が
た

か
っ
た
」
と
自
身
の
成
長

　2017 年に連載しました、SDGs「国連・持続可
能な開発目標を知ろう」の連載記事をバックナン
バー集としてまとめました。各種教材としてご活
用下さい。
　「わかつく」バックナンバー掲載ページ http://w
ww.wnc.jp/wakatsuku/ から PDF で入手できます。

S D
G を知ろう　バックナンバー集

国連・持続可能な開発目標
s

和歌山県 NPO サポートセンターインターン
和歌山大学経済学部　井上琴音さん
大阪商業大学総合経営学部　中村紗弥さん
高知工科大学経済・マネジメント学群　名手悠記さん
　今号はインターンのみなさんの取材記事を再構成してお届けしました。

【和歌山地域貢献活動応援基金とは】
　花王グループ社員のみなさんによる社会的支援を目的としたクラ
ブ組織「花王ハートポケット倶楽部（※）」会員の皆様のご寄付を
原資に、元気な和歌山を作る NPO（NPO 法人・市民活動団体・ボ
ランティアグループ等）に対し、企業と県民が協働して街づくりの
推進を図ることを目的とした助成を行います。
　※毎月の給与から 1 口 50 円、1 口～ 100 口の任意の金額を積み
立てられています

【助成対象】
　以下の 2つの部門があります。
●スタートアップ支援事業：活動を開始して 2年未満の団体。
●パワーアップ支援事業：活動を開始して 2年以上経過した団体。
　活動開始日が2017年11月18日以降がスタートアップ支援事業、
2017 年 11月 17日以前がパワーアップ支援事業の対象となります。
◆両事業共通事項
　・和歌山県内で活動するNPO（法人格は問いません）であること。
　・地域コミュニティに主体的に関わる事業であること。
　・2020 年 4 月 1 日～ 2021 年 3 月 31 日の間に行われる事業であ
ること。

【助成金額・団体数】
●スタートアップ支援事業：1助成 5万円（4団体）
●パワーアップ支援事業：1助成 10 万円 （3団体）
　助成総額 50 万円

【応募方法】
　申請書類に必要事項を記入のうえ、わかやま NPO センターまで、
郵送または FAX またはメールにてお届けください。
　なお、団体の情報開示の状況も審査対象になりますので、ウェブ
サイトやブログ、Facebook ページ等の URL があれば必ずご記入く
ださい。
　申請用紙は特設サイトからダウンロードできます。
　http://www.wnc.jp/kao/

【応募受付期間】
　2019 年 9月 16 日（月）～ 2019 年 11 月 17 日（日）消印有効

【選考方法】
●第 1次審査（書類選考）
　実施主体が設ける選考委員会で審議します。
●第 2次審査（投票選考）
　花王ハートポケット倶楽部に参加している社員に、応募申請書を
公開し、投票で採択団体を決定します。
　※ 必要に応じ助成申請者に対し提出資料の追加を求めたり、訪
問調査を行うことがあります。
　※ 審査結果は 2020 年 1月下旬頃に書面で通知する予定です。

【助成金の交付について】
　2020 年 2 月～ 3 月頃に採択団体を対象に助成金贈呈式を開催し
ます（会場は未定ですが、遠方の方には規定により旅費の一部を負

担します）。その後、団体口座に銀行振込により交付します（個人
口座には振込できません）。

【活動の報告について】
　助成を受けた団体は、助成を受けた活動の様子をブログもしくは
Facebookページ等で随時掲載してください。事業終了後、活動報告・
決算報告の作成・提出が必要です（様式は採択後案内されます）。

【助成申請先】
　認定特定非営利活動法人わかやまNPOセンター
　〒640-8331　和歌山市美園町 5-6-12
　TEL:073-424-2223　FAX:073-423-8355　E-mail　info@wnc.jp
　（事務所不在時、電話は和歌山県 NPO サポートセンターに転送さ
れます）

【助成に関する相談窓口】
　和歌山県NPOサポートセンター
　〒640-8319　和歌山市手平 2丁目 1-2　和歌山ビッグ愛 9階
　TEL:073-435-5424　　FAX:073-435-5425
　E-mail　info@wakayama-npo.jp

本コーナー終了のお知らせ

　このコーナーでは「わかつく」連載開始時より、和歌
山県内の様々なイベント情報を紹介するウェブサイト「わ
かやまイベントボード」に掲載されているイベント情報
から毎号ピックアップしてご紹介してきました。今年 11
月 10 日に「イベントボード」がすべてのサービスを終了
するのにともない、このコーナーは今号を持って終了い
たします。これまでありがとうございました。

花王ハートポケット倶楽部 × わかやまNPOセンター
和歌山地域貢献活動応援基金 “わかやまいきいきファンド”
助成団体を募集します
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最
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に
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Ｏ
Ｋ
Ô
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当
し
て
い
る
、
粉
河
高

校
の
横
出
先
生
に
「
こ
れ

か
ら
粉
河
を
ど
ん
な
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に

し
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い
き
た
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か
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と
う
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が
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ま
し
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今
は
町
を
発
展
さ

せ
る
た
め
に
、
外
か
ら
人

を
呼
ん
だ
り
、
外
国
の
技

術
を
持
ち
込
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だ
り
す
る

こ
と
が
増
え
て
い
る
け
れ

ど
、
自
分
た
ち
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分
た
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発
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せ
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。

人
任
せ
に
し
た
り
誰
か
に

強
制
さ
れ
て
や
る
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で
は

な
く
、
自
ら
考
え
て
行
動

で
き
る
地
域
に
し
て
い
き

た
い
で
す
」
と
熱
心
に

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
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こ
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進
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Ｏ
Ｋ
Ô
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元
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方
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て
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テ
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ン
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で
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。
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が
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。
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。

　

私
た
ち
の
こ
の
記
事
で

Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ô
塾
の
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り
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味
を
持
っ
て
く
だ

さ
れ
ば
幸
い
で
す
。


